
 

 

 

 

 

 

 

                                        

  
  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
❖ 第６回 上菅・菅生小学校区学校地域協議会を開催しました 
（日時：令和８年９月 29 日 19 時～ 場所：上菅公民館 ２階 第２会議室） 

  
第６回の協議会では、交流行事、スクールバス、閉校記念事業について協議を行いました。 

【両校児童の交流行事について】※校長より説明 

・合同学習及び学年別交流活動として、上菅小児童が菅生小へ行き、お互いの学校の先生の授業を受けた。休み

時間も一緒に遊んで交流をした（６月実施）。 

・３年生が伊勢自然の里で交流（６月実施）。 

・４年生がエコパークあぼしで交流（６月実施）。               

・５年生がプールの授業で交流（７月実施）。                                                                                                     

・10 月 29 日の菅生小オープンスクールと同日に両校児童が模擬店を出して交流予定。   
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■ 主な意見について 
 

 

協議会で検討した事項 

(1) 交流行事について        (2) スクールバスについて                    

(3) 閉校記念事業について   (4）その他 

■ 協議内容について 

 

【スクールバスについて】   

主な質問(・)、教育委員会の考え方(➢)は下記のとおりです。 
 
◆置き去り防止装置 

・置き去り防止装置はどのようなものを設置するのか。 

➢運転手がエンジンを停止したときに音声が流れ、車内後部付近にある降車確認ボタンを押さないと警報が止

まらない装置である。装置の操作だけが目的にならないよう、児童の降ろし忘れがないかしっかり確認する。 

◆乗降場所 

・スクールバスの乗降場所が決定するのはいつごろか。また、乗降場所の変更はいつまで可能か。 

➢11月上旬の業者決定までであれば、変更は可能である。 

◆乗車確認・トラブル対応 

・下校時の乗車確認は菅生小の教員がするのか。例えば、児童がトイレに行っている間にバスが発車することがない

よう人数確認等をしてもらえるのか。 

➢下校時は、児童がトイレなどで乗り遅れないよう、菅生小の教員が人数確認をするなどの乗車確認を行う。 

・登校時のトラブル対応が課題とあるが、登校時間帯は教員の勤務時間外なので対応するのが難しいと思う。前   

 之庄小のスクールバスはどう対応しているのか。 

➢基本的には前之庄も今回のスクールバスと同様の運行方法で、これまで大きな問題の報告は受けていない。

教員の勤務時間までは把握していないが、何かあれば学校に連絡するというトラブル時の連絡体制は同様で

ある。 

◆運行ルート・保管場所 

・芦田の公園付近にある橋はかなり鋭角に曲がる必要があるが、通れるのか。 

 ➢芦田の公園付近の橋については、市のマイクロバスで実際に運行して通行できることを確認している。 

・県道 80号は下校時の時間帯も交通量が多く、保護者の付き添いが必要になると思う。 

・市道にバスを入れる案もあるが、その場合は橋の耐久性に問題がある。 

・下校時に降車した後、県道 80号を横断するのは危険を伴う。 

・奥護持公民館前で降車させ、引き返して寺家の合流点で降車させれば、県道 80号を横断する必要がない。 

 ➢それらを踏まえて検討する。 

・スクールバスはどこで保管するのか。 

 ➢菅生小学校の体育館の南側を予定している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

                               

                                      

■ 問い合わせ先（事務局） 
  姫路市教育委員会事務局 教育企画室 
  〒670-8501 姫路市安田四丁目１番地 北別館５階 

電話：079-221-1557   Ｅ-mail：kyo-kikaku@city.himeji.lg.jp 

【閉校記念事業について】 

・閉校式と閉校記念式典の日程について、教育委員会から日の指定はあったのか。 

 ➢指定はない。他都市でも閉校式を２月末や３月末に実施している事例もある。 
 

【その他】 

◆閉校後の体育館利用 

・閉校後の体育館の開放はどうなるのか。現在は学校施設開放事業の取り扱いとなっているが、閉校後は普通財   

 産となり、教育委員会の所管ではなくなるのか。 

 ➢施設マネジメント室の所管となるので、別途、施設マネジメント室から説明があると思う。 
 

◆菅生小学校周辺の駐車場 

➢前回の協議会で、上菅小保護者が菅生小に行く際の駐車場について話があったが、土日は菅生小前のＪＡ駐

車場が利用可能である。また、すごう保育園の北側広場も貸していただけることとなった。事前に連絡をし

ていれば、平日も利用可能である。 

 

【乗車体験と乗り方教室について】 

在校生（１～５年生）を対象にスクールバスの「乗車体験」と乗車時の座席の座り方やマナーを教える「乗り方

教室」を下記の要領で開催します。 
 

実施時期：３月 10日以降で調整。（バスの納期限が３月 10日のため） 

実施回数：２回（場合によっては１回）                 

運 転 手：運行委託業者の運転手                    

実施内容：統合後に児童が実際に乗車するバスで乗車体験を実施。     
 

【実施計画】（案） 

「乗車体験」と「乗り方教室」を同日の午前中に実施する。 

時刻  場所   内容  備考 

各乗車時刻 各乗車場所  乗車体験 

08:10           菅生小下駄箱  登校完了 

08:30 菅生小体育館  乗り方指導 

（休憩込み 90分） 

 

10:00     菅生小乗降場所  下校練習 

各降車時刻    各降車場所  降車体験 

11:00  上菅小   帰校 

12:20  上菅小   給食 

町担当教員は現地から同乗指導 

 

上菅小教員が中心で指導 

（菅生小と事前協議） 

バス運転手の協力を仰ぐ 

菅生小教員による乗車児童の確認練習 

降車した後、児童は再乗車 

帰校後、再指導（ふりかえり） 

 
 

◆事前に乗降車対応（児童確認、対応範囲、緊急連絡等）を両校・運行業者・市教委で確定させる。 

◆当日までに上菅小が基本的な指導（挨拶、座席、安全な座り方、乗降場所等）を行っておく。 

◆保護者へ各乗車場所までの見送りを依頼する。 

◆雨天決行。 

◆当日は市教委も同行し、児童の安全（危険）ポイントや教職員の対応の実情等を確認する。 

◆実施後に、両校・運行業者・市教委でスクールバス運行について検証し、必要に応じてその結果を保護者や地

域住民へ情報共有する。 

◆新１年生は、入学説明会（２月頃予定）で概要を説明する（乗車体験も含め）。 

 

 


